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関東甲信越支部長活動報告 

2011 年 11月 

支部長 上浪 寛   

 

支部執行部からのメッセージ 

UIA 東京大会から 2 ヶ月余りが過ぎました。大会が終わり大会開催の意義を今一度考

えてみる時期かもしれません。建築オールジャパンの国際大会として世の中に知らし

めることができたかというと不満足な部分が多かったかもしれません。しかし何らか

の形で UIA東京大会に係わった人達にとって得る物が大きかったことも確かです。私

たちにとって UIA東京大会はゴールでなく、通過点もしくは出発点だと思います。中

国を始めとして JIA の存在を理解していなかった国々の建築団体が、JIA と友好協定

を結ぶ動きもでてきています。UIA 東京大会がもたらした本当の意味での成功は、大

会の成果を今後の活動に生かし、JIA 会員並びに広く一般の人にとって居心地の良い

社会形成に寄与することだと思います。来年横浜で開催される JIA 全国大会は、UIA

東京大会の成果を元に一般の人と共に考え、育み、超えて行くことをテーマと考えて

います。 

 

支部長活動報告 

1 日    2012 年秋開催予定の JIA 全国大会式典、基調講演会場として神奈川県民

ホールを予定しているが、正式にお願いするため青木神奈川地域会代表、

藤沼運営部会長と共に県庁並びに県民ホールを訪問する。その後、横浜市

コンベンションビュローで大会の公的補助についての打合せをする。展示

会やセミナー開催を予定している Bank Art の会場確認をする。JIA にて

2012 年 JIA 横浜大会実行委員会を開催する。大会名称について、組織構

成の確認について、テーマについて協議する。 

4日    UIA東京大会の会期に合わせてイタリア大使館、イタリア文化会館にはUIA

大会関連イベントとして様々な企画を組んで頂いた。新しい武官就任パー

ティーに招待されたので、大使へお礼と大会の報告をする。 

7 日    再度青木代表、金子大会顧問、池田 JIA 事務局長と共に、神奈川県庁を訪

問し神奈川県土木整備局建築住宅部建築安全課課長に神奈川県民ホール

特例利用への口添えをお願いする。資格制度委員会が開催される。先月の

地域サミットでも議論になったが、2会資格制度の連携合意について再度

確認する。「2002年発行の JIA基本政策会議報告書」や「資格制度の試行
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に向けて」等、JIA の先輩達が議論の末結論付けてきた内容を確認しなが

ら、十分な議論と理解が必要だと思う。 

10 日    JIA 本部規程類特別委員会会員規則・会費規程 WG 主査就任を受ける。前

年度の会員・会費 WGで議論した結果を新定款第 6条他に盛り込んでいる

が、来年 6月の公益認定申請までに会員規則、会費規程を新定款に沿った

ものに改定する。過去の定款改定に伴い規定類も改定されてきたが、継ぎ

接ぎな部分が多々あるので、今回はできるだけ整理する必要がある。 

16 日    支部事業委員会が開催される。来年 6月建築家の日前後にアーキテクツ・

ガーデン開催を予定しているが支部の事業実行委員会が連携して新しい

スタイルでのイベントを企画する予定だ。 

18 日    福島で開催された第 3回福島復興会議に参加する。東北、四国、北陸、北

海道、関東甲信越など全国の JIA支部から多くの参加者が集まった。福島

ではプレハブ建築協会発注分 10,000 戸と別に、4,000 戸の仮設住宅を 4

月末に一般公募した。その内の 3,500 戸が木造で建てられ、JIA 福島地域

会がボランティアで活動した成果が大きく注目された。その後行われた第

2次募集では木造に限定され、設計者の参加が条件として加わった。厚生

労働省管轄の「物品」である仮設住宅にも、設計者の関わりが重要である

ことが認識されたことになる。その後懇親会で会食した後、福島地域会辺

見代表の事務所で夜 1時まで議論を重ねた。 

19 日    白河仮設住宅群を訪れる。双葉町仮設住宅の自治会長から話を聞く。家族

がバラバラになり老人ばかりが集まっている仮設住宅群。簡単には元に戻

ることができない現実を目の前にし、昨日とは打って変わって自らの無力

さを感じる。 

22 日    国際委員会が開かれる。中国と JIA の友好協定締結について報告がある。

UIA東京大会では中国は大会開催直前まで来る来ないで揺れたが、322名

の登録者を日本に送り、300㎡を超える展示ブースを設けた。大会を契機

にUIA支部であるJIAの存在を知り、協定締結に向けた動きになっている。

今後広がっていくはずの国際的業務に欠かせない国際契約についてのタ

スクフォースを委員会内に設けることが議論される。JIAと士会で合同作

業とすることを検討する。 

25 日    JIA横浜大会の運営・学術合同部会会議に引き続き、大会実行委員会を開

催しテーマについて議論。「共に超える」をメインテーマとし、JIA 大会

を建築家が一般市民を交えて一緒に考える場にすることを意図する。 
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2011年 11月 30日作成 上浪 寛 

        「一万人の建築家展」 http://www.10000architects.com/ 

http://www.10000architects.com/

